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ひとくちメモ

1２月14日、自民党と公明党は2019年度の税制改正大綱を取りまとめました。
住宅・不動産分野で最大の焦点となっていた、2019年10月に予定されている消費税増税

に伴う需要変動への対策として、住宅ローン減税を現行の10年から3年延長して13年とする
ことになりました。
他に、消費税増税に伴う住宅分野の対策としては、「すまい給付金」と「贈与税非課税枠」

の拡充をすでに決定しており、国はこうした総合的な税制・予算措置を講じることで需要を平
準化し駆け込みと反動減を抑えたい考えです。

年末から新年にかけて、忘年会、クリスマス、お正月と楽しい行事が続き

ます。水炊き、生クリームとイチゴのクリスマスケーキ、お雑煮など大好き

なものが思いきり食べられる楽しい季節です。でも、胃腸は大変。1月7日

の七草粥は疲れている胃腸にやさしい食べ物。せり、なずな、ごぎょう、は

こべら、ほとけのざ、すずな、すずしろ。今はスーパーでもセットで売られ

ています。ご馳走続きで疲れた胃腸も「ほっ」としますね。

■住宅ローン減税
住宅ローン減税は、ローンを組んで住宅を取得した場合、年末の住宅

ローン残高の１％を所得税から10年間控除（一般住宅では最大400万円、
長期優良住宅などは最大500万円を控除）する制度です。今回の税制改
正では、2019年10月1日から2020年12月31日までの間に新たに契約
し、引き渡された住宅を対象に、住宅ローン減税の適用を3年間延長し、
延長する３年間は、消費税率２％引き上げ分の負担に着目した控除額の上
限を設け、建物購入価格の2％とローン残高の1％を比べて金額が少ない
方を控除します。
■「すまい給付金」
すまい給付金については、2019年4月以降、給付額の最大が30万円

から50万円に増額、給付対象となる収入額の目安も510万円以下から
775万円以下に拡大します。
■「贈与税非課税枠」
贈与税非課税枠については、2019年4月以降、質の高い住宅（耐震・

省エネ・バリアフリー性の高い住宅）は最大1200万円から最大3000万
円、一般住宅は最大700万円から2500万円まで拡充します。


